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田 口 雅 弘 監訳，吉 崎 知 子 訳１
経済成長の必要条件およびその可能性について，議論がほぼ出し尽されたので－これはポーランド
に関しても同様（Kolodko 2002b and 2002c ; Noga 2004）－，ここで改めて社会の機能と発展にとっ
て決定的に重要ないくつかの点について再考することは有益であろう。とりわけ，楽観的に立つ論
者－根拠が説得的であることを望むが（Kolodko 2001）－がいる一方，同様に合理的な根拠から悲観







































 にかけて示されたように，またより劇的であった１９８９年から１９９２年（Poznanski 2000 ; Kolodko and Nuti
2004）のように，そのような政策が，経済政策の手段と目的を混乱させる場合もある（Kolodko 2000a ;
Stiglitz 2002）。予想されることだが，このような政策の支持者は，そうは考えないようである
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出典：World Bank and EBRD（２００３）．























































































































































































出典：1990−2003, Central Statistical Office (GUS) ; 2004−07 projection, after PNFR (2003).



































図３ ポーランドにおける４年周期の GDP成長率 １９９９－２００１年
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